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川柳入選作品きまる
書き損じハガキください

地域・地区労福協活動紹介
◉新春のつどい　　　　　  伊東・熱海地区
◉親子ふれ愛のつどい　　  榛南地区
◉自主福祉運動の学習会　  小笠南地区

住まいと暮らしの
「防災・保障点検運動」展開中

LSC活動報告と今後の予定

㈳静岡県労働者福祉協議会

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・

・・・

大
盛
況
！

婚
活
パー
ティ
ー

1810S014

浜松市中区中央3丁目15-37 ☎053-453-5888〒430-0929
☎054-254-3312

交通事故や不慮の事故等で
身体に重度障がいが残ったとき

教育資金として満期金を
受け取るプラン

その後、6カ月間生存のとき

万円の保障

万円を
お支払い

5050 100100万円と 万円

満期金は

から選べる

後遺障がいの保障を特に手厚く。万一のとき、次へ踏みだすちからになります。　

※キッズ満期金付プランはキッズタイプ・キッズワイドタイプに
セットできる生命保障付満期金プランです。

2,500

500
万一の
保障

教育
資金

1000
生活支援

労働金庫協会発刊の小冊子

「マネートラブルにかつ」、
県内でも自治体版発行へ

だから「ろうきん・全労済」
なんですネ！！

お見舞い
3月11日に発生した東日本大震災により
被災された皆さまに心よりお見舞い申し
上げます。 被災された皆さんの一日も
早い復興を切に願っております。

平成 23 年 3月14日　
（社）静岡県労働者福祉協議会

満0歳～満59歳の健康な方
（最高満60歳の契約満了日まで保障）加入できる方

満15歳～満59歳の健康な方
（最高満60歳の契約満了日まで保障）加入できる方

満15歳～満44歳の健康な方
（最高満60歳の契約満了日まで保障）加入できる方

※基本タイプ・終身医療5000に組み合わせて
　加入いただきます。単独の契約はできません。
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全
労
済
静
岡
県
本
部
で
は
、現
在「
住

ま
い
と
暮
ら
し
の
防
災
・
保
障
点
検
運

動
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
と
ご
家
族
が
、災
害
に
対
し
て

「
備
え
る
・
守
る
・
再
建
す
る
」の
３
つ
の
視
点
で
点
検
い
た
だ

き
、そ
の
結
果
に
も
と
づ

い
て
具
体
的
な
生
活
再

建
策
を
実
践
し
て
い
た

だ
く
活
動
で
す
。

　

こ
の
運
動
の
背
景
に

は
、上
の
表
の
よ
う
に
生

命
保
障
や
医
療
保
障
、自

動
車
関
連
保
障
分
野
に

比
べ
、住
宅
関
連
保
障
の

普
及
率
は
き
わ
め
て
低

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。住

宅
・
家
財
・
地
震
等
の
保

障
は
皆
さ
ま
の「
住
ま
い

と
暮
ら
し
」の
基
本
保
障

に
も
か
か
わ
ら
ず
、場
合

〈
３
つ
の
視
点
〉と
は
、

「
災
害
前
に
備
え
る
」･･･

自
ら
火
災
な
ど
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
に
気
を
つ
け
た
り
、地
震
に

備
え
て
家
具
の
固
定
な
ど
室
内

の
安
全
対
策
を
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

「
災
害
時
に
守
る
」･･･

災
害
時
に
起
こ
る
状
況
を
想
定

し
て
、火
災
や
風
水
害
な
ど
、事

象
ご
と
に
身
を
守
る
行
動
を
考

え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
災
害
後
に
再
建
す
る
」･･･

被
災
後
１
日
で
も
早
く
生
活
を

立
て
直
す
た
め
に
、今
の
保
障
な

ど
が
ど
こ
ま
で
あ
な
た
や
ご
家

族
を
助
け
て
く
れ
る
か
確
認
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

に
よ
っ
て
は
気
づ
か
な
い
う
ち
に「
無
保
障
も
し
く
は
保
障
が

不
充
分
な
状
態
」に
な
っ
て
い
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　

阪
神
淡
路
大
震
災
や
そ
の
後
の
災
害
で
は
、ま
ず
生
命
の
安

全
確
保
を
第
一
に
、さ
ら
に
被
災
後
の
住
居
確
保（
住
宅
再
建
）

や
そ
の
後
の
暮
ら
し
ま
で
ト
ー
タ
ル
的
な
対
策
が
大
切
だ
と

い
う
こ
と
が
解
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
協
力
団
体
と
組
合
員
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、県
内
で
は
２
４
８
団
体
で
４
万
５
１
０
９
枚
の
ア
ン

ケ
ー
ト
が
集
約
さ
れ
ま
し
た
。（
２
０
１
１
年
２
月
４
日
現
在
、

引
き
続
き
展
開
中
で
す
。）

　

そ
の
結
果
、意
外
に
も

「
５
人
に
１
人
」が
無
保

障
、も
し
く
は
保
障
が
不

充
分
と
い
う
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
住
宅
・

家
財
・
地
震
の
保
障
の
い

ず
れ
か
に「
未
加
入
」と

お
答
え
に
な
っ
た
方
の

割
合
）

　

東
海
地
震
な
ど
が
予

測
さ
れ
て
い
る
県
内
で

す
が
、意
外
に
も
保
障
が

不
充
分
な
実
態
が
判
っ

て
き
ま
し
た
。

　

全
労
済
で
は
、こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、住
宅
・
家
財
・
地

震
保
障
の
未
加
入
者
の
解
消
と
、防
災
対
策
、災
害
発
生
時
対

策
の
向
上
を
す
す
め
て
い
ま
す
。労
福
協
で
も
こ
の
取
り
組
み

に
賛
同
し
、支
援
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
（
お
問
合
せ
は
全
労
済
静
岡
県
本
部
に
ど
う
ぞ
）

! !

無
保
障
で
大
丈
夫
？

今
か
ら
で
も
備
え
よ
う
！

《
組
合
員
の
皆
さ
ま
と

ご
家
族
の

生
活
再
建
の
た
め
に
》

〔
0
5
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2
5
4 
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各保障分野の普及率

※住宅保障・家財保障は日本損害保険協会ファクトブック2001より　
※地震保障は損害保険料率算出機構統計集（平成20年度・地震保険）より
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労働金庫協会発刊の小冊子

「マネートラブルにかつ！」、
県内でも自治体版発行へ！

　

昨
年
度
、静
岡
県
労
福
協
は
静
岡
県
に
対
し「
地
方
消
費
者

行
政
活
性
化
」を
要
請
項
目
の
筆
頭
に
掲
げ
ま
し
た
。特
に「
地

方
消
費
者
行
政
活
性
化
基
金
」（
注
１
）の
活
用
方
法
に
つ
い
て

は
、具
体
的
な
提
言
を
行
い
、県
と
話
し
合
い
を
し
て
き
ま
し

た
。

　

昨
年
度
、静
岡
県
労
福
協
が
関
わ
り
前
進
し
た
も
の
が
二
つ

あ
り
ま
す
。一
つ
は
消
費
者
問
題
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
ず
お
か

（
構
成
団
体
：
労
福
協
・
連
合
・
県
生
協
連
・
労
金
・
全
労
済
・
司
法

書
士
会
等
、会
長
色
川
静
大
教
授
）が
静
岡
県
か
ら
事
業
受
託

を
し
、消
費
生
活
専
門
相
談
員
試
験
対
策
講
座
と
入
門
講
座
を

県
内
７
ヶ
所
で
実
行
し
て
き
た
こ
と
で
す
。二
つ
目
は
労
働
組

合
等
に
お
な
じ
み
の
小
冊
子「
マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
に
か
つ
！
」

（
注
２
）を
自
治
体
版
に
改
訂
・
提
供
し
、消
費
者
問
題
の
啓
発

活
動
と
し
て
、市
町
を
通
じ
て
全
家
庭
に
配
布
を
し
て
い
く
と

い
う
運
動
で
す
。

　

昨
年　

月
の
静
岡
県
労
福
協
幹
事
会
で
提
起
し
、地
域
、地

区
労
福
協
が
各
市
町
に
働
き
か
け
を
し
ま
し
た
。予
算
処
置

で
困
難
な
面
が
あ
り
ま
し
た
が
、平
成

年
度
内
に
焼
津
市

と
南
伊
豆
町（
注
３
）が
発
行
を
決
定
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

活
性
化
基
金
を
使
っ
た
市
町
版
の「
マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
に
か

つ
！
」の
発
行
は
、全
国
の
中
で
も
初
め
て
の
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。今
年
度
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
県
内
市
町
に
拡
大
し
、

中
央
労
福
協
を
通
じ
、静
岡
発
全
国
展
開
を
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

１１

22

住
ま
い
と
暮
ら
し
の

「
防
災
・
保
障
点
検
運
動
」展
開
中

49.2％
35.4％

22.4％ 消費者問題啓発冊子
左は南伊豆町で発行された版です

日弁連会長の宇都宮健児弁護士から
推薦を受ける勝又氏

中日新聞本社の取材を受けた勝又氏

注
１
：
地
方
消
費
者
行
政
活
性
化
基
金　

〜
平
成
２３
年
度
末
ま
で
に
執
行（
一
部
平
成
24
年
度
末
ま
で
可
）

活
用
に
あ
た
り
、県
は
消
費
者
行
政
活
性
化
計
画
、市
町
村
は
市
町
村
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
、計
画
的
に
消
費
者
行
政
の
活
性
化
に
取
り
組
む
。計

画
期
間
中
は
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、各
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
消
費

者
行
政
の
活
性
化
が
取
り
組
ま
れ
る
。基
金
の
総
額
は
２
６
０
億
円
、静

岡
県
へ
の
交
付
金
額
６
億
円
に
県
が
３
億
３
千
万
上
乗
せ
し
９
億
３
千

万
円
の
基
金
と
な
っ
て
い
る
。

注
２
：
小
冊
子「
マ
ネ
ー
ト
ラ
ブ
ル
に
か
つ
！
」

２
０
０
５
年
に
全
国
労
金
協
会
が
発
行
し
た
消
費
者

問
題
啓
発
冊
子
、第
三
改
訂
版
の
現
在
ま
で
推
定
１

５
０
万
部
発
行
。

著
作
・
監
修　

勝
又
長
生（
静
岡
県
労
福
協
契
約
消
費

生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、元
労
金
職
員
）

注
３
：
小
冊
子（
南
伊
豆
町
版
）の
改
訂
点

１
ペ
ー
ジ
：
タ
イ
ト
ル
に「
〜
消
費
者
問
題
対
処
法

〜
」の
追
加
お
よ
び「
南
伊
豆
町
」の
名
が
あ
り
ま
す
。

３
ペ
ー
ジ
：
南
伊
豆
町「
鈴
木
史
鶴
哉
町
長
」か
ら
町

民
の
皆
様
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

２８
ペ
ー
ジ
：
南
伊
豆
町
の
皆
さ
ん
が
相
談
で
き
る「
各

種
相
談
窓
口
」に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

３０
ペ
ー
ジ
：
企
画
・
協
力
の
欄
に「
賀
茂
地
区
労
働
者

福
祉
協
議
会
」の
名
が
あ
り
ま
す
。
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＊LWサポートとは：静岡県経営者協会、
連合静岡、静岡県労福協ならびにNPO
法人地域活性化支援センターが、それ
ぞれの立脚点の相違を越えて、ワークラ
イフバランスへの取り組みを通した少子
化対策に貢献すべく、労使協働による
円滑な活動を目的として、NPO法人 
L.W.サポートを2008年8月1日設立いた
しました。情報誌「LWマガジン」発行事
業 、福利厚生用「LWカード]発行事業、
交流イベント「ライトアップパーティー」開
催事業、各種セミナーの企画運営事業
などを行っています。

バレンタイン
ライトアップパーティー

大盛況！
　ＬＷサポート『バレンタイン・ライトアップパーティー』は、当初予定の
２倍を超える応募をいただき抽選で選ばれた方達が、２月5日の静岡
会場151名、２月12日の浜松会場311名と沼津会場256名、合計716
名の参加をいただき大盛況の内に開催することができました。
　本事業は静岡県の補助事業「静岡県育ててよし、ふじのくに民間

チャレンジ応援事業」として実施されました。これまで少子化対策に対する県の
支援は「子育て」に限られており、未婚者に対する婚活事業への補助は新たな
大切な第一歩と呼べるものではないかと考えております。
　ゲストに假屋崎省吾さんと桂由美さんのトーク・交流をいただいたこともあり、各
会場とも初対面の方々の交流会とは思えぬ和気藹 と々した雰囲気の中、終了時
には立ち去りがたい人々でいつまでも賑わっていました。また当日成立したカップ
ルは37組、それ以外にもペアで話し込んだり親密にアドレスを交換する姿が数多
く見受けられ、仲良く肩を並べて会場を後にするカップル達を見ていると…この中
から幸せなカップルが生まれることは間違いないような気がいたしました。
　参加者の皆さんの笑顔と前向きな姿に触れ、このような機会と場の必要性を
痛感するとともに、一回限りのイベントではなく安定的な出会いの場として提供し
て行くことが少子化対策への一つのアプローチとして大きな意義を持つものと確
信することができました。
　今企画の成功の源は、静岡県の補助事業であり共催団体が連合静岡・労福
協・経営者協会等の信頼性に支えられ、参加者から「安心・安全」と評価をいた
だいたからと考えております。この実績を元にライトアップパーティーの定期的な
開催とより良い交流機会の創造を目指し、頑張ってまいりたいと考えておりますの
で、今後ともご支援くださいますようお願い申し上げお礼とご報告とします。
　　　　　　　　　　　　　　（ＮＰＯ法人ＬＷサポート 理事長 志垣恭平）
【事業の概要】
■事業名：ＬＷバレンタイン ライトアップパーティー
■会　場：2/5    ホテルシティオ静岡
　　　　　2/12  ホテル沼津東急
　　　　　2/12  グランドエクシブ浜名湖
■目　的：未婚者の出会い機会の創造、結婚に対する前向きな空気の醸成
■主　催：ＮＰＯ法人ＬＷサポート
■共　催：連合静岡、㈳静岡県経営者協会、㈳静岡県労働者福祉協議会、
　　　　 ＮＰＯ法人地域活性化支援センター
■ゲスト：假屋﨑省吾さん、桂 由美さん（トーク＆交流）　

Rokin &
Zenrosai

　

労
働
組
合
役
員
に
な
って
原
則
３
年
未
満
の
方

を
対
象
に
し
た「
地
域
セ
ミ
ナ
ー
」（
A
L
W
F
・
福

祉
基
金
協
会
主
催
）が
県
下
３
ヶ
所（
2
/
1
沼
津 

2
/
4
浜
松 

2
/　

静
岡
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
講
義
は
、午
前
中
の〝
労
働
者
福
祉
運
動

小
史
〞で
協
同
組
合
運
動
の
歴
史
や
理
念
、日
本
に

お
け
る
戦
後
労
働
運
動
や
労
働
者
自
主
福
祉
運

動
の
歴
史
と
県
内
の
取
組
み
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
〝
ろ
う
き
ん
や
全
労
済
〞が
生
ま
れ
た
時
代
背

景
、相
互
扶
助
の
理
念
や
意
義
、先
人
達
の
思
い
や

軌
道
に
乗
せ
る
ま
で
の
苦
労
話
、勤
労
者
の
暮
ら
し

や
福
祉
に
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
た
数
々
の
事
業
や
運

動
に
つい
て
歴
史
を
学
び
ま
す
。

　

午
後
は
、労
福
協
・ろ
う
き
ん・
全
労
済
か
ら
の

報
告
・
講
義
の
後
に
分
散
会
と
な
り
ま
す
。分
散
会

で
は
参
加
者
の
事
業
所
宣
伝
な
ど
で
場
が
和
ん
だ

後
、「
学
ん
だ
こ
と
を
組
合
員
に
ど
う
や
っ
て
伝
え

る
か
、知
って
も
ら
う
こ
と
の
大
切
さ・
難
し
さ
」な

ど
が
熱
心
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
は
懇
親
会
も
あ
り
、自
分
の

職
場
以
外
の
役
員
と
話
す
機
会
が
少
な
い
人
に

とって
は
異
業
種
の
交
流
の
場
と
なって
い
ま
す
。多

少
の
お
酒
も
入
り
横
の
繋
が
り
が
図
れ
る
こ
と
も

地
域
セ
ミ
ナ
ー
の
良
い
点
で
す
ね
。

　

今
回
、参
加
い
た
だ
い
た
の
は
計
1
3
4
名
で

す
。皆
さ
ん
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
く一部
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

職
場
以
外
の
役
員
と
話
す
機
会
が
少
な
い
人

とって
は
異
業
種
の
交
流
の
場
と
なって
い
ま
す
。多

少
の
お
酒
も
入
り
横
の
繋
が
り
が
図
れ
る
こ
と
も

地
域
セ
ミ
ナ
ー
の
良
い
点
で
す
ね
。

東部分散会の様子

使用された
テキスト

西部 ろうきん 石貝講師

西部会場主催者挨拶

中部会場 山本講師

【
参
加
者
の
声
】（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

○
色
々
な
単
組
の
情
報
交
換
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で

　

す
。今
後
も
執
行
委
員
等
の
経
験
の
少
な
い
人
へ

　

の
教
育
、交
流
の
場
を
つ
く
っ
て
い
け
た
ら
良
い
と

　

思
い
ま
す
。

○
自
主
福
祉
運
動
の
歴
史
か
ら
生
い
立
ち
の
理
解

　

も
深
ま
っ
た
た
め
、知
識
を
活
か
し
つ
つ
組
合
の

　

取
組
み
へ
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

○
外
部
の
労
組
と
の
交
流
の
機
会
が
あ
ま
り
な

　

く
、本
日
は
各
労
組
の
活
動
状
況
に
大
き
な
差
が

　

あ
る
こ
と
に
驚
き
、大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

○
自
主
福
祉
運
動
の
必
要
性
・
重
要
性
を
痛
感
し

　

ま
し
た
。労
福
協
・
ろ
う
き
ん
・
全
労
済
と
も
に
多

　

く
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

○「
ひ
と
り
は
万
人
の
た
め
に
、万
人
は
ひ
と
り
の
た

　

め
に
」こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
活
動
し
て
い
る
こ
と
を

　

伝
え
た
い
。

東部 全労済 金岡講師

テキススト

だ
か
ら

「ろ
う
き
ん・全
労
済」

　
　
　
な
ん
で
す
ネ

報

!
軌や動報

!

使用
テキス
された
スト

ALWF
地域セミナー

15
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19

　

県
内
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関

す
る
広
報
・
啓

発
、相
談
・
支

援
、調
査
・
研

究
、学
び
の
場

づ
く
り
な
ど

様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
る「
静
岡
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
」で
は
、同
協
会
の
活
動
資
金
の一
部
と

し
て
役
立
て
る
た
め
、〝
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
〞

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

静
岡
県
労
福
協
で
は
、今
年
も
こ
の
取

組
み
に
協
力
し
よ
う
と〝
書
き
損
じ
ハ
ガ

キ
〞の
提
供
を
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
に
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
事
業
者
や
ご
家
庭
で
も
、引
き

出
し
の
隅
に〝
眠
っ
て
い
る
ハ
ガ
キ
〞を
見
つ

け
た
ら
、静
岡
県
労
福
協
に
送
っ
て
い
た
だ

く
と
す
ご
く
嬉
し
い
で
す
。集
ま
っ
た
ハ
ガ

キ
は
静
岡
県
労
福
協
で
責
任
を
持
っ
て

「
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
」に
お
届
け
し
役

立
て
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
欲
し
い
ハ
ガ
キ
は
》

書
き
損
じ
た
ハ
ガ
キ
、

年
賀
ハ
ガ
キ
や
か
も

め
ー
る
な
ど
未
使
用

の
ハ
ガ
キ
を
集
め
て
い
ま
す
。

《
集
っ
た
ハ
ガ
キ
の
活
用
は
》

県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
は
、皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
ハ
ガ
キ
を
郵
便
局
で
切
手
や

葉
書
に
交
換
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

連
絡
・
情
報
提
供
な
ど
に
活
用
し
ま
す
。

《
送
付
先
は
》

〒
4
2
0-

0
8
5
1 

静
岡
県
葵
区
黒
金
町
5-

１　

県
勤
労
者
総
合
会
館
４
F

（
社
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会　

宛

ンす発援究づ様

。

。

入選作品きまる　
ろうきんグリーン友の会・県退職者福祉協議会

　

川
柳
募
集
も
回
を
重
ね
て
６
回
目
と

な
り
応
募
数
も
年
々
増
加
、今
回
は
１
６

０
句
の
投
句
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。五
・
七
・

五
の
十
七
音
字
で
想
い
を
表
現
す
る
楽
し

さ
が
益
々
市
民
に
拡
が
っ
て
い
る
証
か
と
思

い
ま
す
。審
査
員
を
唸
ら
せ
た
佳
句
の
中

か
ら　

句
が
選
ば
れ
ま
し
た
。そ
の
内
、2

句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

２５

泥
は
ね
を 

　
　
ま
と
も
に
貰
う 

松
葉
杖

棚
池　

元
子　

様

（
講
評
）

雨
上
が
り
の
晴
天
に
リ
ハ
ビ
リ
で
す
か
。慣

れ
ぬ
足
取
り
の
松
葉
杖
、偶
然
あ
っ
た
水

溜
り
に
失
礼
な
車
、避
け
る
間
も
な
く
、ま

と
も
に
泥
は
ね
を
食
ら
う
、わ
ざ
わ
ざ
貰

う
と
詠
ん
だ
と
こ
ろ
が
句
を
柔
ら
か
く
し

ま
し
た
。松
葉
杖
に
さ
よ
な
ら
で
き
る
と
い

い
で
す
ね
。

再
仕
分
け 

　
　

僕
の
小
使
い 

妻
は
ね
る

（
講
評
）

い
ま
仕
分
け
が
ブ
ー
ム
、再
仕
分
け
と
は
厳

し
い
現
実
、対
象
が
小
使
い
に
向
け
ら
れ
る

の
も
仕
方
な
い
諦
め
、そ
れ
を
明
る
く
詠

ん
だ
作
者
見
事
、再
仕
分
け
の
固
さ
を

「
妻
は
ね
る
」で
川
柳
っ
ぽ
い
句
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。元
気
な
妻
で
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

高
野　

邦
彦　

様

ろ

柳川

最
優
秀
賞

優
秀
賞

川柳表彰式

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

く
だ
さ
い
！

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

く
だ
さ
い
！

注釈：L．W．は、Labor’s Welfare（勤労者福祉）の略です

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

　
　

バ
ラ
ン
ス
」

（
仕
事
と
生
活
の

バ
ラ
ン
ス
）っ
て
大
事
で
す
よ
ね

そ
う
さ
、

生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
す
る
と

良
い
仕
事
が
で
き
る
っ
て

言
わ
れ
て

　
　
い
る
し
ね

そ
う
言
え
ば
、

假
屋
崎
省
吾
さ
ん
が

出
演
し
た
婚
活

　

パ
ー
テ
ィ
ー
っ
て

「
L
．W
．サ
ポ
ー
ト
」が

静
岡
県
の
委
託
で

や
っ
た
っ
て
聞
い
た
よ

そ
の
「
L
．W
．

   

サ
ポ
ー
ト
」っ
て

何
で
す
か
？

県
労
福
協
、連
合
静
岡
、

県
経
営
者
協
会
、

地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
が

2
0
0
8
年
に

結
成
し
た
っ
て
聞
い
た
よ

労
使
の
立
場
を

超
え
て
協
働
し
て

活
動
し
て
い
る
ん
で
す
ね

「
少
子
化
対
策
」や

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」

な
ん
か
を
や
っ
て
い
る

N
P
O
法
人
だ
よ

へ
ー
、

仕
事
ば
か
り
じ
ゃ

張
り
合
い
無
い
し
、

出
会
い
も
無
い
と

人
生
つ
ま
ら
な
い

で
す
か
ら
ネ
ー

これからの生活に役立つ情報として、セカンドライフ、相続遺言、介護看取り、葬儀墓等の各専門家が
詳しくお話しします。年代問わずご参加いただけるセミナーです。 ３会場各4回の連続講座です。

★ 第1回目  セカンドライフを生きる  田部井 淳子氏
明るく元気にまだまだこれから！～世界の山 を々めざして～
登山家。日本トレッキング協会会長。1975年、エベレスト日本女子登山隊 副隊長兼登攀隊長と
して、世界最高峰エベレストに女性世界初の登頂に成功、92年には、女性で世界初の7大陸最
高峰登頂者となる。現在も年数回海外登山に出掛け、現在59カ国の最高峰・最高地点を登頂。
内閣総理大臣賞など受賞多数。

　相談の上位を占める消費生活相談。その中でも人の欲や弱みにつけこむ悪質商法は、新たな
手口が発生し巧妙化しています。今回は、2月に行われた静岡県労働金庫主催の『それって詐欺
よ！ みんなに教えたくなる自己防衛術』（企画運営：ＬＳＣ）で紹介された悪質商法の例をいくつかあ
げてみました。
●息子と称して父親に「交通事故にあった。 外で会いたい」と電話し、 外出したすきに空き巣に入
　る。
●「インフルエンザにかかったので声がおかしくなっているが」と電話でいったん相手を信用させ、
　再度電話し、保証人になったので300万円必要と頼み込む。
●投資話で一度被害にあった人に対し「損害金を取り返してあげます」とか「弁護団が結成された
　から」と話を持ちかけ弁護士代などを詐取する（二次被害）。
●訪問販売は、洗濯物や夕方の家の明かりの付き方で家族構成や人数を判断し高齢者宅などを
　狙ったり、若夫婦が出て行くのを待ち訪問することもある。
●押し売り。気がつくと高いみかんを大量に買わされていたり、マグロを勝手に切り分けられ断ると
　脅された。
　悪質商法は、高齢者に限らず年齢層に応じて各パターンがあり、「私は大丈夫」と思っている人
　が意外に引っかかりやすいそうです。心配な時や困った時は、最寄りの消費生活センターへご
　相談下さい。

Advice

Seminar

暮らし
何でも
相談から

2011年度
今後の
スケジュール

※申込方法等は決まり次第、LSCホームページにてご案内します

今からはじめる老い支度

脳いきいき講座　
なぜなるどうする認知症
無料法律相談会 ●8/22 静岡   ●9/15 伊豆   ●12/21静岡   ●2012/3/14 浜松

（浜松）7/24 ・9/25・12/18　（磐田）8/28・11/20・2012/1/22

静岡労政会館 ①6/1 田部井淳子氏  　②6/15 小林久晃氏  ③6/28 内藤いづみ氏  ④7/13 井上治代氏
沼津労政会館 ①9/7 田部井淳子氏  　②9/21 小林久晃氏  ③10/26 井上治代氏  ④11/15 高橋卓志氏
浜松労政会館 ①10/22 田部井淳子氏  ②10/29 小林久晃氏  ③11/16 高橋卓志氏  ④11/23 井上治代氏
各会場共　●時間：13:00～15:00　●定員：各回80名　●参加費：各回500円

会場と
開催日

2回目以降の
講師と演題

小林久晃氏（司法書士）： 相続と遺言
内藤いづみ氏（甲府市ふじ内科クリニック院長）： 最高に幸せな生き方と死のむかえ方
井上治代氏（東洋大学教授）：今、葬送分野に何が起こっているか？（現代葬儀・お墓事情）
高橋卓志氏（松本市神宮寺住職）： いのちと向き合う

ＬＳＣライフサポートセンターしずおか 活 動 紹 介



R o f u k u k y o  2 0 1 1  S p r i n g   78  R o f u k u k y o  2 0 1 1  S p r i n g

地
域
・
地
区
労
福
協
の
活
動
紹
介

榛南地区
労福協

役
員
研
修
会
を
開
催
！

地
域
・
地
区
労
福
協
の
活
動
紹
介

小笠南地区
労福協

新
春
の
つ
ど
い

地
域
・
地
区
労
福
協
の
活
動
紹
介

伊東・熱海
地区労福協

　

2
0
1
1
年
3
月
5
日
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
掛
川
に

て「
役
員
研
修
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。土
曜
日
の

15
時
か
ら
と
い
う
時
間
に
も
関
わ
ら
ず
、小
笠
南

地
区
会
員
よ
り
33
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
労
金
・
全
労
済
は
知
っ
て
い
る

け
ど
そ
の
他
の
福
祉
事
業
団
体
は
良
く
知
ら
な
い

と
い
う
組
合
役
員
が
多
く
、「
知
ら
な
い
」こ
と
は

組
合
活
動
ひ
い
て
は
組
合
員
に
と
っ
て
も
損
な
こ

と
で
あ
る
か
ら
と
い
う
思
い
か
ら
、組
合
代
表
者
・

労
福
協
役
員
・
労
金
運
営
委
員
・
全
労
済
運
営
委
員

を
対
象
に
声
掛
け
を
し
ま
し
た
。同
時
に
横
の
繋

が
り
の
強
化
に
も
役
立
て
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

研
修
会
で
は「
県
労
福
協
」「
福
祉
基
金
協
会
」「
ラ

イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」よ
り
そ
れ
ぞ
れ
講
師

を
お
招
き
し
、ど
の
よ
う
な
団
体
で
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
、正
に
基
本
的

な
内
容
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。１
団
体
30
分
と

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
こ
れ
ま
で

く
笑
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
、今
年
は
ボ
ー
ド

ビ
リ
ア
ン
の
や
ま
け
い
じ
氏
の
コ
ミ
ッ
ク
シ
ョ
ー

を
み
ん
な
で
堪
能
い
た
し
ま
し
た
。

　

ユ
ー
モ
ア
あ
る
ト
ー
ク
と
軽
快
な
ア
ク
シ
ョ
ン

で
展
開
す
る
音
楽
演
奏
は
、笑
い
と
驚
き
の
連
続

で
、時
に
は
観
客
も
参
加
し
て
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
ま
し
た
。や
ま
け
い
じ
氏
は
、国
立
音
楽
大

学
の
講
師
も
務
め
て
お
り
、真
顔
で
の
演
目
の
語

り
の
あ
と
、大
汗
を
か
き
な
が
ら
一
生
懸
命
に
身

体
全
体
を
使
っ
て
繰
り
広
げ
る
珍
芸
奇
芸
の
オ
ン

パ
レ
ー
ド
に
、参
加
さ
れ
た
み
ん
な
の
笑
い
声
が

会
場
に
終
始
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

笑
う
門
に
は
福
来
た
る
、こ
の
笑
い
の
パ
ワ
ー

に
あ
や
か
り
、伊
東
熱
海
地
区
労
福
協
は
、今
年
も

会
員
の
福
利
厚
生
、社
会
貢
献
事
業
の
充
実
を
め

ざ
し
て
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

報
告
者
：
事
務
局
長　

庭
野
順
一

　
「
映
画
上
映
会
」は
大
人
気〝
ト
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー

３
〞で
し
た
が
、判
り
や
す
く
、引
き
つ
け
ら
れ
る

内
容
で
あ
り
、小
さ
な
お
子
様
も
集
中
し
て
座
っ

て
見
て
い
る
姿
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。ま
た

「
お
楽
し
み
抽
選
会
」は
、協
賛
企
業
か
ら
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
親
子
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
や
ト
イ
・
ス

ト
ー
リ
ー
ぬ
い
ぐ
る
み
な
ど
多
く
の
賞
品
を
提
供

頂
き
、何
が
当
た
る
か
ワ
ク
ワ
ク
し
た
雰
囲
気
の

中
で
抽
選
会
を
行
い
ま
し
た
。舞
台
抽
選
に
て
私

の
知
人
も
メ
ロ
ン
が
当
た
り
、帰
宅
後
に
親
子
で

美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
る
写
メ
が
届
き
、ス

タ
ッ
フ
と
し
て
も
大

変
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
（
当
選
さ
れ
な

か
っ
た
方
ゴ
メ
ン
な

さ
い
。ま
た
来
年
に

期
待
！
）。

良
く
分
か
ら
な
か
っ
た
け
ど
、今
日
の
説
明
で
理

解
で
き
た
」「
今
後
の
組
合
活
動
に
生
か
し
て
い
き

た
い
」等
、参
加
し
た
役
員
か
ら
感
想
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。第
二
部
で
は
講
師
を
交
え
た
懇
親
会
を

行
い
、お
互
い
の
名
刺
交
換
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な

ど
で
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、短
期

で
交
代
す
る
役
員
が
多
い
小
笠
南
地
区
で
は
今
後

も
継
続
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

親
子
ふ
れ
愛
の
集
い

月 日 催事（イベント） 会場（場所） 主　催 備　　考参加資格・参加費など開始時間曜日

毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）、専門家による相談会。
お問合せは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６

交通安全の啓蒙活動としてカーブミラーの清掃を行います。
お問合せは、裾野地区労福協　０５５－９９３－８１１１

会員の親睦・交流行事。募集人数は４０名です。
お問合せは、袋井地区労福協　０５３８－４３－４６４９

一人２０分で９組。予約は4月１日より開始します。
お問い合わせは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６

メーデーの意義の再認識と参加組合員およびその家族の交流です。
お問合せは、清水地区労福協０５４－３５１－９２２２

模擬店等様々な企画があります。
お問合せは、中遠地域労福協　０５３８－３２－２７０６

毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）、専門家による相談会。
お問合せは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６

会員相互の親睦を目的にした団体対抗ソフトボール大会です。
お問合せは、全労済東部支所　０５５－９２３－１７５５

生命と暮らしを守り安心して住める住宅づくりの知識習得し、
耐震・防災・防犯の「くらし応援」を組合員へ教宣します。

一人２０分で９組。予約は5月１日より開始します。
お問い合わせは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６

毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）、専門家による相談会。
お問合せは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６

一人２０分で９組。予約は6月１日より開始します。
お問い合わせは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６

お問合せは、浜松市労福協　０５３－４７１－０１１０

お問合せは、富士地区労福協　０５４５－５７－６０２９

4　

月

5　

月

6　

月

無料年金相談会

野球観戦バスツアー

無料法律相談

フェスタメーデー

無料年金相談会

無料法律相談

無料年金相談会

第 26回定期総会

無料法律相談

裾野市内

名古屋ドーム

磐田商工会館２階

東芝機械グランド

磐田商工会館２階

浜松Uホール

ラ･ホール富士

毎週

10

16

23

24

24

毎週

21

28

毎週

17

25

木

日

土

土

日

日

木

土

金・土

土

木

金

土

10:00

8:45

12:00

14:00

10:00

10:00

10:00

9:00

14:00

10:00

18:00

14:00

18:00

磐田地区労福協

裾野地区労福協

袋井地区労福協

磐田地区労福協

清水地区労福協

中遠地域労福協

磐田地区労福協

沼津地区労福協

浜名地区労福協

磐田地区労福協

磐田地区労福協

浜松市労福協

磐田地区労福協

富士地区労福協

4月～6月の各地域・地区労福協の活動予定 ２０１1年3月4日現在

 どなたでも－無料
（事前予約制です）

 どなたでも－無料
（事前予約制です）

 どなたでも－無料
（事前予約制です）

 どなたでも－無料

 どなたでも－無料

 どなたでも－無料

 どなたでも－無料

会員のみ－無料

会員と役員のみ

会員のみー
　　　7,０００円

役員のみー
　　　5,０００円

会員のみー1チーム
　　　3,０００円

会員のみー無料

会員のみー無料
（一部有料）

小田会長とビンゴ優勝の服部さん

やまけいじ氏のパフォーマンス

抽選会の進行役：加藤副会長

挨拶する土屋成人会長

説明するLSCの川村事務局長

　

伊
東
熱
海
地
区
労
福
協
の「
新
春
の
つ
ど
い
」を

１
月

日（
火
）、暖
香
園
ボ
ウ
ル
・
サ
ン
テ
ラ
ス
に

て
開
催
し
ま
し
た
。労
福
協
役
員
・
会
員
な
ど　

名

が
参
加
し
、喜
劇
役
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
楽

し
ん
だ
後
、懇
親
会
で
は
恒
例
の
チ
ー
ム
戦
ダ
ー

ツ
大
会
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

例
年
こ
の「
新
春
の
つ
ど
い
」で
は
、講
演
を
組

み
入
れ
て
い
ま
し
た
が
、勤
労
者
を
取
り
巻
く
環

境
が
非
常
に
厳
し
い
ご
時
世
だ
か
ら
こ
そ
、明
る

２５

５0

く
笑
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
、今
年
は
ボ

ビ
リ
ア
ン
の
や
ま
け
い
じ
氏
の
コ
ミ
ッ
ク
シ やまけいじ氏のパフォーマンス

　

春
の
近
づ
き
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
っ
た
２

月　

日（
日
）、榛
南
地
区
労
福
協
主
催
に
よ
る
一

大
イ
ベ
ン
ト「
親
子
ふ
れ
愛
の
集
い
」が
牧
之
原
市

榛
原
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で　

回
を
迎
え
、牧
之
原
市
、吉
田
町
、御

前
崎
市
の
ご
協
力
な
ら
び
に
地
域
企
業
、労
働
組

合
、近
隣
住
民
の
皆
々
様
の
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、

毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

今
回
は「
映
画
上
映
会
」と「
お
楽
し
み
抽
選
会
」

の
構
成
と
な
っ
て
お
り
、開
演
１
時
間
前
か
ら
行

列
が
出
来
は
じ
め
、昨
年
を
上
回
る
６
３
２
名
と

い
う
多
く
の
親
子
連
れ
の
方
々
に
ご
来
場
頂
き
ま

し
た
。

２７

２1

中旬

27-28

交通安全活動・
カーブミラー清掃

第82回清水地域
ファミリーメーデー

沼津地区労福協　
ソフトボール大会

浜名地区労福協
役員視察

富士地区労福協　
2011 年度総会

磐田商工会館　
２階会議室

清水日の出
マリンパーク

小笠山総合運動公園
エコパ「東第 3駐車場」

磐田商工会館　
２階会議室

磐田商工会館　
２階会議室

磐田商工会館　
２階会議室

積水ハウス研究所・
神戸市内防災未来館

活
動
を
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
、正
に
基
本

な
内
容
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。１
団
体
30
分

限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、「
こ
れ
ま

小田会長とビンゴ優勝の服部さん

　

こ
の「
親
子
ふ
れ
愛
の
集
い
」に
よ
り
、労
福
協

に
つ
い
て
の
ご
理
解
を
頂
く
と
と
も
に
、地
域
の

皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
、日
ご
ろ
忙
し
い
お

父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
と
お
子
様
と
の
ふ
れ
愛
に
繋

が
る
場
が
提
供
出
来
れ
ば
と
、来
年
以
降
も
開
催

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

榛
南
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会　

事
務
局
長

　
　

富
士
フ
イ
ル
ム
労
働
組
合　

八
鍬

の
知
人
も
メ
ロ
ン
が
当
た
り
、帰
宅
後

美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い
る
写
メ

タ
ッ
フ

変
嬉
し

た
（
当

か
っ
た

さ
い
。ま

期
待
！
）

抽
た
２

る
一

原
市、御

働
組ら

、
り
ま

こ
の「
親
子
ふ
れ
愛
の
集
い
」に
よ

に
つ
い
て
の
ご
理
解
を
頂
く
と
と
も

皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
、日
ご

父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
と
お
子
様
と
の
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◆労働組合の執行委員になり2年目です。福利厚生を担当す
るので組合員のワークライフバランスに貢献できるよう労福協イ
ベントなどに積極的参加を呼びかけて心身ともに健康に過ご
せてもらえればと思います。今度、袋井市のメロープラザに労
働講演会で中村文昭さんが来られますが「頼まれ事は試され
事！！」快く諸々引き受けて、相手のため、自分のために取り組ん
でいきたいと思います。    
　　　　　　　　　　　　　　　
◆青年女性友好訪中団の記事を読ませていただきました。一
般の家庭を訪問させていただくなんてめったにないこと。すごく
良い経験ですね。興味深く読ませていただきました。
　　　　　　　　　　　静岡市清水区　若月 真由美　様

◆県労福協ホームページを拝見させていただきました。労福協
だよりも、紙面では少し字が小さいかなと思うところでも倍率１０
０％くらいにすればはっきり良く見えます。バックナンバーも見れ
てとても良いですね。記事の中では、LSC活動紹介が良かった
です。心の悩みを抱えている人、支える人は沢山いると思いま
す。今後もこのような企画をお願いします。　　　　　     　
　　　　　　　　　　　　　　袋井市　　永田 政己　様

◆昨年は猛暑でしたが年が明けた先日は、日本全国雪でした
ね。浜松では17日には交通が大混乱し、事故多発、大渋滞と
なって通勤もままなりませんでした。今年は学生の就職率が最
低とニュースが流れます。活気あふれる日本になるように祈る
ばかりです。心温まる活動を期待しています。労福協だよりにそ
んな記事を数多く掲載してください。
　　　　　　　　　　　　浜松市北区　菅原 貴美子　様

◆静岡に転勤になって、もうすぐ2年になります。こちらに転任に
なってから労福協だよりが回覧で回ってくるようになり、毎回楽
しみにしています。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
県労福協「だより編集係」　
FAX ０５４－２７３－３１１０

E-mailは労福協ホームページの
郵便ポストをご利用ください。

○藤枝市　　　村松　佑一　　様
○磐田市　　　大庭　砂裕美　様
○磐田市　　　花野　拓也　　様
○静岡市葵区　高橋　圭子　　様
○富士市　　　立川　清美　　様

（１）Ａ：２年分
（２）C：浙江省
（３）B：イタリア

応募総数55通の内、正解者の中から抽選した結果上記の方々
が当選されました。おめでとうございます。

あなたも労福協だよりにご意見、ご
質問をお寄せください。掲載させて
いただいた方には粗品をプレゼント！

答えを A・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・
E-mail の何れかでご回答ください。正解者の中から、抽選
で５名様に２ ，  ０００円のUCギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただい
た方には粗品をプレゼントします。
　　　　　　締切日　2011年5月31日（水）まで〔消印有効〕

応募先

クイズ  前回の答え 当選者

?（１）クレサラ被害･･･と言う場合、クレサラとは何の略でしょうか？
　　Ａ．紅のサラリーマン　　Ｂ．クレジット会社・サラ金
　　　Ｃ．クレープ用の皿
（２）川柳（せんりゅう）は何文字の詩でしょうか？
　　Ａ．5･7･5　　Ｂ．5･7･5･7･7　　Ｃ．7･7･5
（３）早稲田大学の斉藤選手が入団したプロ野球球団はどこでしょうか？
　　Ａ．中日ドラゴンズ　　Ｂ．楽天ゴールデンイーグルス
　　Ｃ．日本ハムファイターズ

ホームページからの応募も可能です

袋井市　冨田 泰弘　様

掛川市　金井 優子　様

このマークのあるATMで
ご利用いただけます。

入金
ネット

●セブン銀行、ゆうちょ銀行、「入金ネット」の表示がある一部の銀行等では、「お預入れ」の機能もご利用いただけます。
※セブン銀行の19時以降のご利用時にはお引出し利用手数料105円がかかります。

※時間帯によりご利用いただけない場合があります。

セブン銀行、イオン銀行は
お引出し利用手数料0円※

〈ろうきん〉のキャッシュカードは、全国の〈ろうきん〉をはじめ、
銀行、信用金庫、JAバンク、ゆうちょ銀行、

セブン銀行、イオン銀行などのATMでお引出しが可能です。

応
が

いただいた方には粗品をプレゼント！

　手先を使う事が得意なので、編み物やシルバークレイ、料理系か
ら日曜大工まで、その都度興味のある事に気ままに没頭しています。
最近はジェルネイルにも手を出してみました。
　事務局では、のびのびと仕事をさせていただいています。労福協
の活動、イベント等でなにかと至らないことがあるかと思いますが、こ
れからもご指導の程よろしくお願いします。

氏　名／大村佳世子
血液型／ A 型
趣　味／物作り

おおむら　か　よ　こ

（富士地区･地域 労働者福祉協議会）

電話054-203-6877　ＦＡＸ054-203-6878
〒422-8067　静岡市駿河区南町 11-22　労働会館３Ｆ

http://www.union-travel.co.jp/top.html
ＨＰより申し込み用紙をダウンロードしてお申し込みください。お申し込みは

静岡県勤労者総合美術展第61回

希望小売価格 3,000円
（利用可能額 3,000円）　

No.309 
紅に燃える 
〈撮影地〉
河口湖畔

3000円券 希望小売価格 5,000円
（利用可能額 5,000円）　

No.509 
紅の山稜 
〈撮影地〉
大月市 白谷丸

5000円券 希望小売価格 10,000円
（利用可能額 10,000円）　

No.1006 
雨上がり
〈撮影地〉
山伏岳

10000円券

希望小売価格 530円
（利用可能額 500円）　

No.24
茶畑の空高く 
〈撮影地〉
富士市

500円券 希望小売価格 1,040円
（利用可能額 1,000円）　

No.119 
花菜畑
（はななばた）
〈撮影地〉
富士宮市

1000円券 希望小売価格 2,000円
（利用可能額 2,000円）　

No.208 
朝もやの時 
〈撮影地〉
山中湖

2000円券

手先を使う事が得意なので、編み

氏

血

趣

（富士地区 地域 労

○展示会場：グランシップ展示ギャラリー
○展示期間：4月13日（水）～4月17日（日）の5日間限り！

昨年の展示風景

“美術展”
絵画・書・写真・手工芸など県内の働く皆さんの力作がズラリ！
是非観にきてください。見にきてネ｠！

事務局員紹介 富士
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川柳入選作品きまる
書き損じハガキください

地域・地区労福協活動紹介
◉新春のつどい　　　　　  伊東・熱海地区
◉親子ふれ愛のつどい　　  榛南地区
◉自主福祉運動の学習会　  小笠南地区

住まいと暮らしの
「防災・保障点検運動」展開中

LSC活動報告と今後の予定

㈳静岡県労働者福祉協議会

・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・

・・・

大
盛
況
！

婚
活
パー
ティ
ー

1810S014

浜松市中区中央3丁目15-37 ☎053-453-5888〒430-0929
☎054-254-3312

交通事故や不慮の事故等で
身体に重度障がいが残ったとき

教育資金として満期金を
受け取るプラン

その後、6カ月間生存のとき

万円の保障

万円を
お支払い

5050 100100万円と 万円

満期金は

から選べる

後遺障がいの保障を特に手厚く。万一のとき、次へ踏みだすちからになります。　

※キッズ満期金付プランはキッズタイプ・キッズワイドタイプに
セットできる生命保障付満期金プランです。

2,500

500
万一の
保障

教育
資金

1000
生活支援

労働金庫協会発刊の小冊子

「マネートラブルにかつ」、
県内でも自治体版発行へ

だから「ろうきん・全労済」
なんですネ！！

お見舞い
3月11日に発生した東日本大震災により
被災された皆さまに心よりお見舞い申し
上げます。 被災された皆さんの一日も
早い復興を切に願っております。

平成 23 年 3月14日　
（社）静岡県労働者福祉協議会

満0歳～満59歳の健康な方
（最高満60歳の契約満了日まで保障）加入できる方

満15歳～満59歳の健康な方
（最高満60歳の契約満了日まで保障）加入できる方

満15歳～満44歳の健康な方
（最高満60歳の契約満了日まで保障）加入できる方

※基本タイプ・終身医療5000に組み合わせて
　加入いただきます。単独の契約はできません。


